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要旨 
日本語の外来語は８割以上が英語からの借り入れであり、しかも一定の規則に基づく体系的な日本語

化が行われている（カッケンブッシュほか 1993）。開音節化はその中の一つである。一方、英語教育が盛

んに行われている中国では、たとえ英語専攻の学生でなくても、英語を学ぶことは大学時代の最も

重要な課題の一つである。もちろん、日本語を専攻とする学生も例外ではない。そこで、日本語

を学習している中国語母語話者は、同時に英語を勉強しているうちに、外来語の開音節化規則を

内在的に構築しているのではないかと推論した。さらに、英語を原語とする外来語の日本語化規則が、

どのように中国人学習者の中で構築されているかを見ることにより、中間言語の一端が明らかに

できると考えた。本研究では、中国人学習者がどのように日本語化規則を内在的に構築しているのかを

開音節化規則を中心に考察する。 
 調査は、中国 A 大学に在学する「日本語専攻(JP)」(日本語を第一外国語とする)4 年生 92 名、「日英

ダブル言語専攻(JE)」(日本語を第二外国語とする)4 年生 40 名を対象に、22 個の英単語を提示して、

それらを外来語としてカタカナで表記してもらう方法で行った。規則の内在化の有無をみるため、調査語

は調査協力者にとって外来語としては未習であり、しかも日常生活で遭遇しにくいものに限った。 

解答を分析し、単語レベルと開音節化規則レベルでの成績を算出した結果、開音節化規則は他の日

本語化規則より習得されやすいことが判明した。また、調査語の語彙も、開音節化規則も、JP は

JE より習得が進んでいることが分かった。これにより、日本語に接触する時間が長い、または、

日本語レベルが高いといった要素は日本語化規則の習得に有利であることが、結論付けられた。

一方、規則レベルでの正答率をデータベース化し、それに基づいて S-P 表を作成した結果、差異

係数 D*の算出により、調査協力者および調査項目が高い等質性を持っていることも分かった。 

さらに、解答に表れた誤用に焦点をあてその原因を分析した。結果としては、1)例外規則の未習

(brake→ブレ―ク)、 2)日本語化ルートの間違い(catch-up→キャットアップ)、3)母音の長、短音の弁

別困難(incentive→インセンティブ―)、4)音節脱落（private→プラィ）、5)英語誤発音の干渉

(arrange→アリンゴ)、6)異なる母音の添加(royal→レオイレ)、7)記入ミス(presence→プレゼント)と

いった 7 類に誤用が分類できた。誤用の分類によって、中国語母語話者が英単語を開音節化する際

の誤用の特徴が一目瞭然となった。 

 また、独特の中間言語の検出により、中国語母語話者が自らのルールに従って開音節化規則を

習得していることが明らかになった。これは先行研究で述べられた英語母語話者など他の多くの

学習者に共通する特徴だと分かった。さらに、調査協力者の外来語表記を考察した結果、揺れ、

長音表記、同音異形の仮名表記に関する問題点が見られた。 

  本研究で明らかになった開音節化規則の習得特徴、誤用種類及び表記の問題点を教師側で把握

することは、効果的な外来語指導に繋がると思われる。指導する際に、学習者が日本語化規則に

対する興味と関心を持つように導くことをつねに念頭に置くことが肝心だと思われる。さらに、

学習者の学習タイプ、英語レベルを配慮しながら指導する必要性もあろう。 

 なお、本研究では習得の実態だけを考察した。学習者が外来語の日本語化、または日本語化規則の

応用に対してどのような考えを抱いているのかなどについて、学習者へのインタビュー調査が実施できな



かったことが反省すべき点である。さらに、合計六つの規則が含まれる日本語化規則の中で、開音節化

規則だけに焦点を当てたため、日本語化規則習得の全体像が掴めないという限界も実感した。この二点

を今後の課題として検討したい。 
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